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1.緒 言

㈱海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)瀬査団は,平成2年1月23日か

ら2月10日■までの期臥各関係機関を散開し､農業開発上の藩閥塩について意見め

交換,資料の収集,および現地踏査を行った｡

マダガスカ)I,国娃,過去にはソ連,北朝鮮,うオス等,東側育国の援助を受けて

いたが.近年ノルウェー,-アメリカ,イタリア,フランス,日本等西側嘗国の援助

も受け入れるようになり,日本の援助に対する期待も大きく,今回翁査日=こ対して

も農業及び農業に対する音国の援助の実態を理解してもらおうとする努力が大で､

アンタナナリボ市,アンチラベ市及びアラオトラ淘涜域にある農薬機敏研修セン

ター,種子増殖センター,農業訓練学校,農業牧畜センター等の見学が準備され､

調査団がマダガスカル農業を知る上で大変有益であった｡

アンカイ平原の農業開発は虎に開発されつ?ある北のアラオトラ湖周辺,商のモ

ラマンガ市周辺と相模って一大穀倉地帯を形成し,国内消費,職出に対する農産物

の搬送も容易になる事からマダガスカル国政府としても重要視し､薪5ケ年計画に

は是非組入れたい意向であった｡

本地域は全体的には起伏の多い複雑な地形を呈しており,又,現在おかれている

経済的な見地からも大泉模事業より中小規模事業の積重ねによる開発が有利と判断

され､そのためにも全体のマスタープラン兼定の各軍性を説明し,理解を得た｡

本報告書はその調査結果を簡単に要約し,とりまとめたもので､本案件が近い将

来日本国政府の技術･経済協力の対象となることをマダガスカル国の関係者も希望

し､謝査団としてもその方向に進む革を切に厳っている｡

終りに､本調査の実施に当り,多大なる御協力をいただいたマダガスカル農業生

産農地改革省,在マダガスカル日本大使館及び内達機陶の方に深く謝意を表する｡

平成 乏年 2月

ADCA淘査団長

山 田 稔 美
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2.マダガスカ)i/国の背景

2-1 位置,両横,人口

マダガスカル島は東経43-50o,南緯11-25o,アフリカ大陸の東に浮れS:

世界で4番目に大きい島である｡両横は 587千hiで人口は10.3官万人(1986)で

人口密度は18人/h&である｡労働人口は3.9官万人(1985)でその90%lま農業に

従事している｡

2｢2 地 形

地形上マダガスカル島は次の三つに大別される｡

東部海岸平野地帯 海抜50mの狭い平担地で丘や沼が散在している

中央高原地帯 島の約半分を占め,平均的に海抜800-1000mの高原

地帯で最高峰はツアラタナナ山 2,800mである｡

西部海岸平野地帯 中央高原から凄い僚斜で海岸に至る沖楼上の広大な地域

である｡

2-3 気 候

気候比1年を通じて東から南よりの貿易風Varatrazaと北西の季節風Talioに影

響され,乾期(4月-10月)と雨期(11月-3月)に分けられる｡

北 部 年間平均気温25℃以上､年間降水量1,000-1,600姐で乾期に貿易

風の吹きだしが顕著である｡

東 部 年間平均気温20℃-25℃で,年間降水量が2,000孤以上,一部で

は 3,000-4,000他に達し､乾期にもかなり雨量がある｡

･中央高地
年間降水量は800-2,000mで, 5月から10月にかけて降水量が減

少し,雨期と乾期の対比が認められる｡年平均気温は20℃以下であ

り,礎高1,500mに達する地域でlま16℃となり,点燈気温時には霜

を見ることもある｡

西 部 年間降雨量は2,000m-600仙で､ 5月から10月には殆ど降雨がな

い｡年平均気温は24℃-27℃である｡雨期にはサイクロンの影響

で大南の被害が多い｡
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南西部 年平均気温蛙21-26℃で,半砂漠状の土地が多く,年間降雨量は

800-400Emで島内の最小降雨地帯である｡

2-4 農 業

準はマダガスカル人の主食であり,農業の中心法稲作である｡耕作は伝統的慣習

的方法で,殆ど人力に頼っている｡_水田の区画も不泉則･小区画である｡アラオト

ラ湖涜域及びアンタナナリボとモラマンガ地帯では政府の熱心な指導に依りやや近

代化農業の兆しが感じられるが､一般的には無肥料無農薬の天水田若しくは陸稲で

ある｡

その他自家消費作物としてlよキャッサバ,とうもろこし,じやが_いも,いんげん

豆等が栽培されている｡積出作物として東部海岸ではコーヒー,世界の生産量の3

分の1を供給するヴァニラの他,チョウジ,イランイラン･パチョリ,ジャスミン

等香水用の花がある｡又,北西部に辻砂糖きび,ココア等も栽培されている｡

マダガスカルの農業生産は気象条件に左右され易く不安定で,而も道路が不十分

なため涜通はスムーズに行われない｡

農業はマダガスカル経済において噴出収入の80%, GDPの40%を重責している｡

マダガスカル経済の衰退は農業生産に影響するという悪循環のため､野菜,肥料の

欠乏,積送手段や潅載施設等の貧翁な維持管理,農業省の技術の訓練不足等が虜囚

で耕地面穫はむしろ減少の債向にある｡
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3.アンカイ平原

3-1 位置･面積

アンカイ平原は首都アンタナナリボの北東 釣100knにある｡北はアラオトラ湖涜

域+南はマロポイ市に接し､東と西は山に囲まれたほぼ長方形の平原で,中央をモ

ラマンガとアンバトンドラザカを結ぷ国道44号線が縦断している｡面穣は涜城山地

を除いた平原部比釣3,0001誠で､その内1,200haが農業用に利用されている｡

平原を縦断する国道44号線及び鉄道はアラオトラ淘兎域最大の都市アンバトンド

ラザカ市を首都アンタナナリボ及び貿易港トアヌシナ市を結ぷ重要な積送路である｡

従って,本平原は農産物の消費地及び輪出には便利な地にあり,その発展はアラオ

トラ潮涜域の農産物の搬出にも有効であり,大穀倉地帯の構成を可能にする｡

3-2 位置,面横

平虜の壕高旺 850m-950mである｡侵食作用により複雑で起伏の多い地形を呈

している｡平原には三つの主要な河)ltが流れている｡マンゴロ川比西鶴の山地に端

を発し,平原の中央よりやや西を縦走し甫へ読下している｡イポンドロ川及びヴォ

ヒトラ川は前者はデイディ村後者はフィエレナナ村付近の平原に端を発し､東佃の

山地を抜けて東海岸のインド洋に注いでいる_｡この3河川及びその支川が十分な排

水能力を持たないため,数多くの沼沢地が形成されている｡

3-3 気 象

乾期と雨期に分けられ,乾期娃4月から9月,雨期は10月から3月である｡然し

乾期にも20-60皿/月の降雨があり,乾期の捻雨量は年降雨量の18%に達する.年

降商量は 約1,440EDである｡

月別最高気温は24℃から32℃,最低気温比6℃から14℃である｡

その概要は次のとおりである｡
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月別平均降雨量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

257.0 249.5 215.8 62.3 44.6 39.a 62.5 35.5 24.6 82.5 123.9 238.0 1436.0

月B鳩:高気温

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 -11月 12月

最高 31.8 31.7 30.8 29.8 28.6 26.2 24.6 26.0 28.7 31.d
_32.1

31.7

最低 13.9 14.4 14.0 12.1 9.4 6.8 6.5 6.4 7.2 8.7 ll.3 13.2

3-4 農 業

本地域を包含するトアマンナ州モラマンが郡の1985年の統計によれば農家1戸当

り耕作面掛ま1.78ba,自作耕地車は93.9%と全国平均の1.20ba及び87.3%をか

なり･上まわっている｡作物は殆ど稲で,耕地面積の約87%を占める｡ 1984/85年の

稲作付面積は 21.6千baで籾生産量は43.5千万で､反収は 2.Ot/haである｡この内,

水田面積は17.0千haで, 35.9千tを生産し,反収は 2.1t/ha,陸稲は4.5千ha,

生産量は 7.6千tで反収は1.7t/haである｡

平原内においても殆ど稲作で河川沿いや沼沢地周辺に栽培され.その他自家消費用

の野菜,キャッサバ等が栽培されている｡

本年度から地元の企業体であるエコープラント公社がマロボエイ村に於て地元農

民の労働力を利用し, 120haの開発を始めている｡稲作の他野菜,乗場,ピーナッ

ツ,コーヒー,小麦等を栽培する計画である｡更に､牛,豚,鶏等の畜産も計画さ

れており,その飼料作物としてのメーズ,キャッサバも考えられている｡
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4.抱合所見

虎有水田が河川や沼沢地の周辺に1団地 ZOOba位の規模ではあるが,可成り点在

している.1地形的には多くのダム建設適地があり,これらに依る潅概は雨期作の廃

障と同時に乾期作の安定化に有効である｡更にそれらの洪水防御機能と排水機能の

重層に依って沼沢地の開発も比較的容易であると思われる｡又､地域としては交通

の要地にあり､農産物の搬出に便利である｡

地域開発上の重要点は次のとおりである｡

(1)地域人口密度はかなり低いと推定される｡開発後の労働力計画について旺十分

考慮を払う必要がある｡

(2)本プロジェクトでは近代農業や複合軽費が採択されると思われるが､その定着,

合理的な維持管理を行い事業を成功させる上に普及,訓練等の横国の設立が望

ましい｡

(3)農産物の鶴送,施設の維持管理,農業機械化を考慮して農道の整備を検討する

!蕗要がある｡

(4)米作を主体とし,野菜,果樹,畜産,養漁池等も考慮した複合経営を検討する

必要がある｡

(5)土質的に壮エロ-ジョンを受け易いように見受けられる｡貯水池造成に伴う療

境を十分検討する必要がある｡

(6)山地の植生が極めて貧弱である｡植林計画の検討が必要である｡

(7)農家の生活レベルの向上,質のよい労働力の確保,都市ヘの人口集中の防止の

ため,道路,飲雑用水,小水カ又はソーラによる電化,ポストハーベスト施設

等を含む農村開発も合せ検討する必要がある｡

(8)土壌が軟性(PB4-5)との情報がある｡詳細な調査と対黄の検討がBl要である｡
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5.提 言

(1)地形,社会,経済的条件から見て本平原の開発は中小規模の開発計画の積重ね

で進行する方が大泉模開発計画より適切と思われる｡

(2)対象地域は広域であるから､マスタープランの発走が必要である｡第一段階と

してマスタープランと,その中で最優先の事業のフィージビリティスタディを

実施することを提言する｡

(3)労働力不足の解決,農家収入及び生活レベルの向上の見地から近代化農業及び

複合経営の導入が考えられる｡従って技術の訓練,普及が必要であろう｡マス

タープラン発走の申で検討されるベきである｡
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6.添付資料

面 会 者 名 簿

農業生産･農地改革省

･アンタナナリボ

HR. JOSE ANDRIANOELISON

MR. RA?MONO RATSIhANDISA

MR. JUSTIN RAKOTONAIVO

祇R. BARESON

打R. LUCIEⅣ RASOAⅣAIVO

モラマンガ

Mbe. SUZANNE RAZAFIARIMBOLA

MR. HARISOA ANDRAMIHAINGO

アンチラペ

那. GEORGE RAEILISON

MR. RATZOTON DRAMANANA

MR. RAZAFIMAN DI世BY

アラオトラ

MR. MAXIHE
-JACOBSON RANDRIAMAHARO

出R. Ⅰ出BOASALA凹ANIAINA RABENASOLO

打R.甘ILLIA托 ANDRIAMASINORO

農業尉連企業

托R. ELUORD RAO村ISON

托R. LロCIEN RABENIRAINY
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大 臣

農業供給層長

農業供給局

〝

ナニサナ種子増殖センター所長

モラマンガ農業供給事務所長

モラマンガ農業土木事業所長

農業機械研修センター教官

農業牧畜センター副所長

農業訓練学校校長

アラオトラ種子増殖センター所長

アラオトラ種子増殖センター
作物･種子生産部長

アラオトラ種子増殖センター

エコープラント公社 農業部長

エコープラント公社 商業部長



HR. JEAN JACQUES RABETOEOTAN!

打R. ROMUALD RAKOTONDRAZARA

日本大使館

原島 秀薮 氏

伊藤 慶明 氏

野口 修二 氏

土コープラント公社 畜産技師

アグリコ社 社長

特命全権大使

参事官

書記官

収 集 資 料

Donn占s Climatiques de PeriJb壱tre (気象データ-)

Etude Geologique et Pedologique de la Plaine d'Andaingo

(アンダインゴ平野の地質学的･土壌学的研究)

Etude tlydrologique du Bassin Superieur de la Mangoro (1980-1981)

〝

(上マンゴロ川涜域の水文学的研究)
(1981-1982)

Developpment de la Region, Alaotra, Haut 河angoro, Annexes

(アラオトラ及び上マンゴロ地域の開発,付属資料)

Project Recense恥ent National de l'Agriculture et Syst名札e Per岨anent

des Statistiques Agricoles I -Ⅵ (FÅo)
(農業歳計飼査プロジェクト調査報告Ⅰ-Ⅵ rFAO)

マダガスカル全国

アンタナナリボ州,トアマンナ州

事業地域

マダガスカル地質困
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旅 行

1月23日(火)

24日(水)

25日(木)

26日(金)

27日(土)

28日(日)

29日(月)

30日(火)

31日(水)

2月1日(木)

2日(金)

3-4日(土,n

5日(月)

6日(火)

7日(水)

8日(木)

9日(金)

10日(土)

成田発 パリ着

パリ発

アンタナナリボ着

農業生産･農地改革省農業供給局長表敬訪問,打合せ

日本大使鎗表敬静間,打合せ

アンタナナリボ発 モラマンガ着 現地調査

現地飼査 モラマンガ発 アンタナナリボ着

資料整理

アンタナナリボ近郊にあるナニサナ種子増殖センター,

ラニエラ種子増殖センター見学,資料収集

アンタナナリボ発 アンチラベ着

オニベアパル農業開発事業,農業訓練学校,

農牧畜産センター見学,資料収集

農業機械研修センター見学,資料収集

アンチラペ発 アンタナナリボ着

農業供給局長と協議

ヘリコプターによるアンカイ平原全域の現地調査

アラオトラ種子増殖センター見学,資料収集

農業生産･農地改革大臣に表敬表問,飼査結果報告と

意見交換

資料整理及び現地飼査報告書作成

農業供給局に報告書提出

アンタナナリボ発

パリ寿 賀科収集

国土地理院において資料収集

パリ着

成田着
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飼 査 団

山 田 稔 美 農 業 土 木

昭和 5年4月16日生 国際航業(株) 技師長

内 山 泰 孝 農 学

昭和3年6月30日生 国際航業(株) 技師長

現地調査報告書 別
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(剃ヲ糸)

Mr. RaytT10nd Ratsimandisa

Director of Agricultural Supply Department

5th February, 1990

Dear Sir,

It is our greates亡pleasure to submi亡herewith a reconnaissance

survey report. We visited Madagascar as an Agricultural Developrnen亡

Consultant Association (^DC^) Mission.

We arrived on 25th January, and visi,ted the ^nkay Plain from 26 tb

亡o 27亡h and 2nd February ap,aim
by a helicop亡er because we could not

visit the important places according to the bad road conditions in

rainy season a亡 亡he firs亡 亡ime.

we visited also seed centers in Antananarivo

agticul亡ural lnaChineries cen亡er, agricultural

agricultural亡raining school in ^ntsirabe. We

agricultural situation and assistance of many

organi2:ations.

and Lake Alao亡ra Basin,

and pas亡ral center and

could know a part of

couhtries and

lL]e hope our study will
be useful for tlle agri.cultural development in

the Madagascar.

工would like to express our gratitude
to you at-d your staff for

kind and mindful cooperation to our survey.



A,DCA Missior) Team

1/

ノトiJ

Yamada

Irrigation Engineer

/ク

Yasutaka Uchiyama

Agronomist
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Reconnaissance survey Report

for

Ankay plain工ntegra亡ed Agricultuial Development Project

I Location and Area

Ankay Plain i.s Located about 100 kn northJeaLst of Antananarivo.

工亡is bounded on the east and the vest by-mountain ranges, on

the north by the Lake Alaotra llasin and onp the south by the Marovoay

Ci.ty. The area is about 3,000 ktT)2 in which abou亡12000 ha is

utili2:ed for agricultural production.

The Nationa･1 Road 44th:1 Rich i.s conrleCted to the National Road 2nd

and the rail way connecting Antananarivo and Ambatondra2:aka run the

center of the ^nkay Plain. Therefore,- the Plain is convenienヒ1y

located for the transportation of agri.cultural products to the

An亡ananarivo which is the biggest consumptive city and to the

Toamasina por亡for expor亡a亡ion.

ⅠI Topography

The altitude of亡he Plain ranges from 850 m亡o 950m. According亡o

e.rosion, the Plain presents consider且bly complicated and undtllated

亡opograpby.

There are three main rivers in the Plain, the Mangoro River originates

in the west side mountaiTl range and flows altnost the center of the Plain

亡o sou亡h･ ¶一e工vondro River and亡he Vohi亡1a River originate fr?m

the Plain, Didy and Fieferanana
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工ⅠⅠ

工Ⅴ

side tnountain ranp,e. ^s these rivers and their tributaries have

not enou-gh drainage
capacities, at large number of swamps are formed.

Climate

The
climate is tropical`･ There are two seasons, a rainy season from

October to Harchl a dry season froⅡl April1.亡o Septemberl bu亡even in

dry season it rains
20 60mm/monヒh, whi.ch occupies about 187. of

annual precipita亡ion･ The annual precipi亡a亡iqn is abou亡1500 mm.

The monthly tnaxitnum亡ernperature ratlgeS from 24oc to 32oC and the

ruinirnut,I One rages from 6oC to 14oC.

Firldin8S

A lots of paddy fields can be found along the rivers and around the

swamps though a scabe of each of them is averagely 200 ha一

Topographically, there are many suitable sites for construction of

small dams.甘ith teservoires, and 亡hey wi,ll contribtlte tO Stable

irrigation not only for the first crops btlt also for the second crops,

and 亡o 亡he development of swamp area by flood control func亡1on.

The loca亡ion is blessed for亡ransportation of agricul亡ural prodtlC亡s

to the consutDptive citi･es and exportatiorl.

The important
points

for the development of this Plain are as follows;

1･ The Plain has a small population, a labour condition has to be

considered in planTLin8 Study･
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2･ For the fruitful result of the
project, establishment of

organi乙ations for亡raining and extension of farming

tbchnology and operation and main亡etlanCe_Of constructed

facili.ties is necessary.

3･ The constructiorL Of roads has to be.studied for transportatiot1

of agricultu'ral products, maintenance of facilities and

mechani2:ation of farming.

4･ 1T is necessary to study the multiple早griculture
including

ve%etables, fruits, 1.ive stocks and fisheri.es.

5. It seems that soil structure is weak in moisture.
It has to

be studied whether the construction of dams
will cause erosion

around reservoirs or not, and situation i,n the constructed

canals as well.

6. All rnoun亡ainous areas are almos亡bare. Ⅰ亡may cause flood and

eてQSion. In order deveヒop tlle Water reSOumeS,afforestation study is

neCeSSary･

7. A study of rural
development is necessary in order to raise (he

farmers- living level, i亡will con亡ribu亡e亡0 insurance of

skillful labour and prevention
from concen亡ra亡ion of population

亡o
cities.

The rural developmen亡6亡udy will include agricultural

roads, village water, electrification
by means of mini-hydro-power ･

or solar system, post harvest facilities, etc･

8. Tllere are Some infomatioTIS that tl一e Soils are acid (p舶′J).

If亡he soils are pt74, it may be an ilnPOrtan亡prbblem･ Detailed

survey of soils and study of its Pleasure are neCeSSary･
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RecoTnmendaヒion

I. From the points of topographical, so.cial and色COnOmi.c

亡Ondiヒions,亡lle developmen亡of 亡11is Plain by an accumulation

of small aT-d 7nedium scale projects seems mわre recommendable

亡han large scale projects.

2. As 亡he area i.s very wide, master plan study is TleCeSSary･工亡

is recommendable that a TnaStet plan study of the Whole area

and a feasibility study of a
project'Ⅵhich

is ヒhe priority

project
found by master plan study areL. Carried otlt a亡the

first st早P.

3. Ⅰ亡is considered that moderniza亡ion aTld diversified farming wi.ll

be applied with the intenti.orL Of 'solution of labour shortage

and raising farmers- income and living level･ Accordi･n81y

traiTling and extension of ■technolo色y will be necessary.

Ⅰ亡will be studied and discussed in I:he tnas亡er plan study.
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Vェ ADCA弧ssion Meinber

Nartlmi YaTnada

Yasutaka uchiyama

VI工 凹ission-s ^c亡ivities

25亡h Jam

26th ～27th

28亡I1

29亡b

30th

31s亡

Is亡 Fめ

2nd

3rdJ-4th

5亡tl

Irriga亡ion Engineer

^grorlOrDi‾s亡

ÅTTival aし ∧n亡ananarlvo

Visit to Department
of.Agricultural Supply (DAA) ,

Ministry of Agricultural production and

Agrarian Reform ( MPARA:)

visit to EtnbaLssy of Japan (EOJ)

Field survey a亡Ankay Plain.

Collection and arrangeTnent Of data.

Visit to seed t4ultiplica亡ion Centers at Nanisana

and Lanier早

visit to A各ricultサral gchool (TO凹BOTSOA)

and ^8ricultural Pastral

Cerほer (FIFA担ANOR) in Antsirabe.

Visit to Agricultural Machinery Training and

Applica亡ion Ce11亡er (CFAHA) inAn亡sirabe.

Visit to DA人 made in亡erim reporヒ

Field survey of the ^nkay Plain by helicop亡er.

Visit to seed Multipli.cati.on Center in Alaotra.

Visit 亡o Minis亡er of 凹PARA.

Collec亡1on 8心d arrangemen亡Of da亡a･

WrittinF, reCOtlnaissance survey report and study

the terms of reference of the Project.

Visit to MP人RA and F･OJ
atld repor亡 ヒhe result of

tlle Survey.
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